
０
円
ポ
ッ
キ
リ
″
の
店
が
出
現
し
、
評
判
を
よ
ん
で
い
る
。
和
。

洋
・
中
と
り
ま
ぜ
た
バ
イ
キ
ン
グ
・
ス
タ
イ
ル
で
、
ど
ん
な
に
う

ず
高
く
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
お
か
わ
り
し
よ
う
と
、
か
ま
わ
な
い
。

当
初
は
〃
早
ミ
ミ
君
〃
た
ち
の
穴
場
だ
っ
た
が
、
今
で
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
社
員
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
さ
す
が
、
１
時

を
ま
わ
る
と
潮
が
引
い
た
よ
う
に
な
る
。
本
当
は
そ
の
頃
行
く
と
、

☆
ラ
ン
チ
は
バ
イ
キ
ン
グ
で
「
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」

も
し
か
し
て
、
島
の
物
価
は
少
々
高
め
か
も
し
れ
な
い
。
コ
ー

ヒ
ま
で
飲
む
と
、
千
円
札
一
枚
で
昼
食
を
す
る
の
は
、
至
難
の
ワ

ザ
だ
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ー
ヒ
に
デ
ザ
ー
ト
ま
で
つ
い
て
、
〃
９
０

☆
飲
茶
も
楽
し
い
「
緊
景
園
」

観
光
、
学
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
パ
ー
テ
ィ
で
と
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
に
や
っ
て
来
る
人
が
、
め
っ
き
り
増
え
て
き
た
。
ポ
ー
ト
ピ

ァ
剛
の
開
幕
に
合
わ
せ
て
仕
事
場
が
こ
の
島
に
移
っ
た
と
き
は
、

ホ
テ
ル
以
外
の
味
ど
こ
ろ
は
数
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
あ
の
頃
に
比

べ
る
と
、
ず
い
分
増
え
た
。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
が
、
ま
だ
こ
の
島
の
グ
ル

メ
事
情
の
よ
う
だ
。

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
な
か
で
、
一
番
よ
く
利
用
す
る
の
が

「
衆
景
園
」
。
こ
こ
で
の
私
の
定
番
は
特
製
ヤ
キ
ソ
バ
。
と
に
か

蕊繍

■■■ロロロロロロロロロロロロロロ

ＫＯＢＥグルメ特集

く１〉
の
定
番
は
特
製
ヤ
キ
ソ
バ
。
と
に
か

く
貝
柱
、
エ
ビ
、
イ
カ
、
肉
が

ユ
て
ん
こ
盛
り
に
な
っ
て
出
て
く

勿
乱
る
。
連
れ
の
多
い
と
き
は
飲
茶

郵
率
も
楽
し
い
。

恥
諸
国
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目

認
承
（
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
訟
Ｆ
）

か
シ
河
３
０
２
‐
１
１
１
１

窓
リ
（
営
）
．
価
時
半
１
Ｍ
時
半
・
打
時
Ｉ
訓
時

半
（
無
休
）

「
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」

｜■■■■■■■■■■■■■■■’

ポ
ー
ア
イ
、

村
上
和
子

〈
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
〉

諦
私
の

グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

灘 ハ
イ
セ
ン
ス

■■日ロロロロロロロ■ロロ■ロ

☆
気
軽
に
優
雅
に
「
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ビ
ゴ
」

お
金
も
な
い
く
せ
に
、
昼
間
か
ら
無
性
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
食

べ
た
く
な
っ
た
ら
、
こ
こ
に
か
け
込
む
。
時
間
を
ず
ら
せ
て
、
店

を
借
り
切
っ
た
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り
一
人
で
優
雅
な
ラ
ン
チ
を
楽

し
む
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
入
り
口
ら
し
く
、
お
客
は
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
、
ア
パ
レ
ル
関
係
の
人
が
多
い
。
〃
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
神

様
〃
と
私
が
呼
ん
で
い
る
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
。

Ｆ
・
モ
ロ
ゾ
フ
さ
ん
父
子
と
も
、
こ
こ
で
は
よ
く
顔
を
合
わ
せ
る
。

二Ａ

１
５０
１

鍵;篭篭

’１

聖署騒彊鵠

大
皿
が
さ
し
替
え
ら
れ
そ
の
日

恥
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、
再
び
ズ
ラ
リ

ア値
と
並
ぶ
。

価
。
る
り

診
討
ロ
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
７
１
１
１

つ
日
２
雷
３
０
３
１
０
０
４
３

輪
や
（
営
）
バ
イ
キ
ン
グ
ラ
ン
チ
制
時
半
１
Ｍ

か
１
時
半
（
日
・
祭
日
除
く
）
・
賜
時
（
日

生
奉
祭
は
Ⅷ
時
）
ｌ
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト

色
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ｑ
左
よ
り
川
上
さ
ん
、
藤
本
さ
ん
と
村
上
さ
ん
（
フ
ォ
グ
シ
テ
ィ
ダ
イ
ナ
ー
さ

艶

う
。
世
界
中
を
料
理
行
脚
し
た
ア
メ
リ
カ
の
女
性
シ
ェ
フ
が
、
世

界
中
の
個
性
を
取
り
入
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
で
勝
負
す

る
。
素
朴
な
、
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
の
ケ
ー
キ
は
、
拍
手
も
の
。

回
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
衝
３
０
２
１
２
０
０
０

（
営
）
川
時
半
’
四
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
配
時
）

★
さ
す
が
本
格
派
「
東
京
田
村
」

〃
味
″
に
う
る
さ
い
御
仁
の
案
内
は
、
誰
し
も
頭
を
悩
ま
せ
る
。

こ
こ
な
ら
「
へ
え
／
、
す
ご
い
。
あ
の
田
村
」
と
感
激
し
て
く
れ

員
か
の
有
名
な
「
つ
き
ぢ
田
村
」
の
支
店
と
い
う
の
で
は
な
い

が
、
料
理
顧
問
と
し
て
、
田
村
の
指
導
を
全
面
的
に
受
け
た
日
本

料
理
の
店
だ
。
季
節
を
ふ
ん
だ
ん
に
お
り
込
ん
だ
料
理
は
、
食
べ

る
の
が
惜
し
い
ほ
ど
の
盛
り
つ
け
で
、
一
品
ご
と
に
「
ま
あ
／

椅
麗
」
「
わ
あ
／
，
美
味
し
そ
う
」
と
、
思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま
う
。

月
替
り
の
昼
の
サ
ー
ビ
ス
会
席
「
神
遊
膳
」
は
、
先
付
か
ら
止
ま

汁
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
「
フ
ォ
グ
シ
テ
ィ
ダ
イ
ナ
ー
」

あ
る
意
味
で
は
、
最
も
神
戸
ら
し
い
店
だ
と
思
い
、
流
行
に
敏

感
な
若
い
人
を
よ
く
案
内
す
る
。
ま
る
で
映
画
の
シ
ー
ン
に
出
て

く
る
よ
う
な
外
観
だ
が
、
店
内
が
ま
た
い
い
。
居
心
地
と
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
良
さ
な
の
か
、
「
神
戸
は
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
」
と
、

必
ず
感
動
的
に
言
っ
て
く
れ
る
。
「
ダ
イ
ナ
ー
」
は
、
５
０
年
代
に

ア
メ
リ
カ
で
大
流
行
し
た
列
車
食
堂
の
こ
と
。
が
、
ア
メ
リ
カ
料

理
と
い
っ
て
も
、
大
味
で
雑
な
ア
メ
リ
カ
料
理
と
は
、
ず
い
分
違

蛍

p･』fと唖

魁

齢

】

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
わ
り
に
雰

私
。
囲
気
が
い
い
の
で
、
夜
の
デ
ー

誌
シ
ト
に
も
お
ス
ス
メ
。
さ
す
が
ピ

よ
卜のス
ゴ
の
店
ら
し
く
、
デ
ザ
ー
ト
の

エ
レ

和
昧
美
味
し
さ
と
種
類
の
豊
富
さ
は

垂
壷
極
上
級
と
い
え
そ
う
。

》
癖
個
郵
奉
怖
噂
率
極
峰
廻
奔
珂
師
可
雫
ア

外
店
ム
）
麓
３
０
２
‐
５
８
２
１

（
営
）
別
時
半
１
Ｍ
時
・
Ⅳ
時
ｌ
魂
時

で
全
ｕ
品
で
５
千
円
。
昼
グ
ル

説
メ
の
ご
婦
人
た
ち
が
、
こ
こ
を

辰
或
目
当
て
に
毎
月
の
よ
う
に
ポ
ー

村
ま田え
ア
イ
に
通
っ
て
く
る
。
予
約
必

醐
潔
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目

軍
淫
（
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
－
Ｆ
）

何
ホ
溝
３
０
２
１
７
３
３
９

（
営
）
刑
時
半
１
Ｍ
時
・
Ⅳ
時
ｌ
劃
時
半

譲
騨
窯
詐
鱗
識

虜殿！到窮串醇．』鰯

i識;鍵蕊

閏一一否

析蕊
塁熱Ｊ

蕊

勘
嶺
鍵 盈

諺
兜，鵠

監騨魂榊鍵鵠藍､
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こ
こ
に
し
か
な
い
／
味
、
味
、
味
…

松
本
幸
一
一
一

か
い
や

★
四
季
の
味
「
椀
家
」

椀
（
か
い
）
。
中
国
で
は
こ
の
樹
を
尊
貴
と
し
、
別
名
、
寿
命
を

え
ん
●
じ
’
駅

延
ば
す
延
寿
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
美
人
で
和
服
の
よ
く
似
合
う
女

将
さ
ん
が
こ
の
店
を
支
え
て
妬
年
…
正
に
肝
っ
玉
か
み
さ
ん
で
あ

る
。
何
人
か
で
ゆ
っ
く
り
食
事
し
た
い
時
は
座
敷
で
会
席
料
理
。

季
節
の
新
鮮
な
魚
、
野
菜
、
肉
を
実
に
う
ま
く
ア
レ
ン
ジ
し
て
あ

り
存
分
に
楽
し
め
る
。
私
は
む
し
ろ
、
一
人
で
ぶ
ら
り
と
入
っ
て
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
な
す
田
楽
、
肉
じ
ゃ
が
、
い
か
の
塩
辛
を
肴
に
、

ち
び
り
ち
び
り
や
る
の
が
好
き
だ
。
そ
の
日
の
生
き
の
い
い
魚
の

造
り
、
お
こ
ぜ
の
唐
揚
、
牛
肉
の
塩
や
き
…
こ
の
店
の
名
物
の
茶

そ
ば
か
、
か
い
や
雑
炊
で
仕
上
げ
れ
ば
…
ヨ
ハ
マ
ン
プ
ク
…
。

■
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
１
Ｗ
－
加

宮
３
３
２
１
１
４
３
７

★
ブ
オ
ニ
ッ
シ
モ
「
ポ
ル
ト
フ
ィ
ー
ノ
」

利
門
の

ゲ
／
ル
メ
レ
ポ
、
－
卜

■■ロ■■■■■■■■■ ﾛ ﾛ ■■■

ＫＯＢＥグルメ特集

２）

落ち蒲いた色調の店内

ジ
ェ
ノ
バ
近
く
の
美
し
い

港
、
ポ
ル
ト
フ
ィ
ー
ノ
。
イ
タ

リ
ア
か
ら
帰
っ
て
き
て
イ
タ
リ

ア
ら
し
い
パ
ス
タ
を
食
べ
さ
せ

て
く
れ
る
店
を
や
っ
と
探
し
あ

て
た
店
「
ポ
ル
ト
フ
ィ
ー
ノ
」

私
の
好
き
な
の
は
生
ウ
ニ
の
ス

パ
ゲ
ッ
テ
ィ
。
パ
ス
タ
の
ゆ
で

ﾛ ｰ ﾛ ｰ ﾛ ﾛ ■■且ロロロロ■■■■■■

（
テ
ノ
ー
ル
歌
手

家庭の味ここにあり. ／

ら
ま
っ
た
洋
風
の
店
が
左
手
に

あ
る
。
い
っ
た
い
何
の
店
か
、
飲

め
る
の
か
、
食
べ
ら
れ
る
の
か

…
こ
こ
が
「
久
家
」
で
あ
る
。
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
美
人
の
マ
マ
に

反
し
て
、
出
て
く
る
物
は
皆
、

庶
民
の
味
。
オ
カ
ラ
、
ナ
マ
ス
、

山
ウ
ド
、
フ
キ
、
竹
ノ
コ
、
こ

加
減
が
と
て
も
よ
く
、
生
ウ
ニ
と
バ
ジ
リ
コ
と
オ
リ
ー
ブ
油
が
実

に
よ
く
ハ
モ
っ
て
モ
ル
ト
ブ
オ
ー
ノ
。
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
タ
は
プ
ロ

シ
ュ
ト
コ
ン
・
ハ
パ
イ
ャ
に
ズ
ッ
キ
ー
ニ
。
魚
料
理
は
イ
サ
ギ
の
炭

火
焼
、
イ
カ
ス
ミ
の
リ
ゾ
ッ
ト
等
、
新
鮮
な
素
材
を
生
か
し
て
あ

ま
り
手
を
加
え
な
い
イ
タ
リ
ア
独
得
の
飾
り
気
の
な
い
さ
っ
ぱ
り

し
た
味
が
私
に
イ
タ
リ
ア
を
思
い
出
さ
せ
る
。
最
後
に
エ
ス
プ
レ

ッ
ソ
を
こ
の
店
特
製
の
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
仕
上
げ
る

と
も
う
ブ
オ
ニ
ッ
シ
モ
ノ
．
で
あ
る
。

園
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
‐
４
１
羽

露
３
３
２
１
２
３
４
５

ひ
き
や

☆
お
ふ
く
ろ
の
味
「
久
家
」

異
人
館
通
り
を
南
に
、
静
か
な
坂
道
を
下
っ
て
く
る
と
蔦
に
か

れ
等
す
べ
て
無
農
薬
の
物
ば
か
り
、
材
料
を
吟
味
し
て
仕
入
れ
、

味
つ
け
も
一
つ
ず
つ
素
材
を
生
か
し
て
料
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ﾛ .頂. ﾛ ｰ ﾛ ｰ■.且Ⅱ_■. ､ロ吟ﾛ ｰ ｪｎ.ローロ.■且■_ロ

● １
５２
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



熱繁
冊串

縦霞霞 を
肴
に
、
カ
リ
ン
、
マ
タ
タ
ビ
、
ザ
ク
ロ
、
鹿
ノ
角
等
の
つ
か
っ

た
お
酒
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
極
め
つ
け
は

イ
モ
が
ゆ
に
伊
勢
エ
ビ
の
み
そ
汁
。
季
節
に
応
じ
て
料
理
し
て
く

れ
る
、
マ
マ
の
愛
情
が
に
じ
み
出
た
思
い
や
り
の
あ
る
店
で
あ
る
。

副
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
１
６
‐
９

宮
２
３
１
１
５
７
５
０

☆
爽
や
か
な
デ
ィ
ナ
ー
「
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
コ
ー
ト
」

ハ
ン
タ
ー
坂
を
上
っ
て
行
く
と
異
人
館
通
り
手
前
右
に
「
ク
ィ

銭

．，可潤
ｉｆ岬･禰呼鱗 篭

美人の女将と璽著

熱
溺
鶏
羅
。
、
篭

４
，

副
鯉
弼
Ｊ
婿

星
を
見
な
が
ら
の
デ
ィ
ナ
ー
。

オ
ー
ド
ブ
ル
に
出
て
く
る
リ
ー

ド
ヴ
オ
ー
の
ロ
ー
ス
ト
サ
ラ
ダ

仕
立
て
が
、
実
に
美
味
し
い
。

子
牛
が
お
乳
を
飲
む
時
に
出
来

る
胸
線
肉
だ
そ
う
で
、
こ
う
ば

し
く
味
に
め
り
は
り
が
つ
い
て

い
る
。
魚
で
は
、
め
ぱ
る
の
ポ

１
５３
１

ワ
レ
あ
み
が
さ
葺
風
味
。
さ
わ
や
か
な
余
韻
を
残
し
な
が
ら
、
し

つ
こ
く
な
く
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
特
有
の
ソ
ー
ス

が
す
べ
て
素
材
を
生
か
し
て
食
後
に
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
店
で
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
１
個
ｌ
Ⅷ

言
２
４
２
１
２
４
６
９

認驚鍵

焼
）
で
、
っ
ぽ
の
壁
面
に
は
り

つ
け
て
焼
く
手
焼
き
パ
ン
（
ナ

ン
）
、
自
家
製
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
ブ

レ
ン
ド
し
た
ス
パ
イ
ス
に
一
夜

つ
け
、
っ
ぽ
の
中
で
炭
焼
に
し

た
タ
ン
ド
リ
チ
キ
ン
、
等
が
好

き
だ
。
生
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
ナ
ン
を
手
で
ち
ぎ
っ
て
ス
パ

イ
ス
の
き
い
た
カ
リ
ー
を
食
べ

神秘的なムード

ｌ
ン
ズ
・
コ
ー
ト
」
が
あ
る
。
小
さ
な
入
口
を
中
に
入
る
と
も
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
家
具
、
調
度
品
、
置
物
等
、
オ
ー

ナ
ー
の
素
晴
ら
し
い
趣
味
が
う
か
が
え
る
。
吹
き
抜
け
の
部
屋
で

る
の
は
実
に
爽
快
で
あ
る
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
２
１
３
二
餌
ピ
ル
４
Ｆ

雷
３
９
１
１
４
９
７
５

☆
ス
パ
イ
ス
の
芸
術
品
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」

「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
」
は
仏
陀
の
ふ
る
さ
と
、
日
本
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
イ
ン
ド
料
理
は
ス
パ
イ
ス
料
理
の
芸
術
品
だ
と
こ
こ
の
美
人

の
マ
マ
は
言
う
。
ス
パ
イ
ス
は
漢
方
薬
の
原
点
で
、
こ
の
店
の
カ

リ
ー
に
は
蹄
種
以
上
の
ス
パ
イ
ス
が
入
っ
て
い
る
。
古
来
イ
ン
ド

に
伝
わ
る
タ
ン
ド
ル
料
理
（
つ
ぼ
焼
）
で
、
っ
ぽ
の
壁
面
に
は
り

吹き抜けの特等席
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☆
「
ビ
バ
・
ダ
イ
ナ
ー
」
で
今

日
は
誰
と
待
ち
合
わ
せ
？

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

の
前
に
あ
る
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ

た
タ
ッ
チ
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
＆
バ

ー
。
外
国
に
来
た
よ
う
な
気
分

☆
ま
る
で
絵
の
中
に
い
る
み
た
い
「
ハ
ン
タ
ー
坂
倶
楽
部
曲
」

北
野
町
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
、
リ
ラ
ン
ズ
ゲ
ー
ト
に
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
ヌ
ン
タ
ー
坂
倶
楽
部
〃
Ｅ
」
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
店
内
に
緑
が
映
え
て
、
シ
ン
プ
ル
な
雰
囲
気

が
と
て
も
お
栖
落
。
私
と
お
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
あ
る
だ
け
で
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
何
か
が
は
じ
ま
り
そ
う
な
気
配
で
す
。
そ
れ
が

こ
の
お
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
「
い
い
素
材
そ
の
ま
ま
を
い

か
す
」
と
い
う
こ
と
に
紫
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
メ
イ
ン
は
な
ん

と
い
っ
て
も
最
高
級
の
神
戸
牛
を
使
っ
た
ス
テ
ー
キ
、
こ
れ
に
オ

ー
ド
ブ
ル
２
品
と
ワ
ゴ
ン
の
中
か
ら
お
好
み
の
ケ
ー
キ
が
セ
レ
ク

ト
で
き
る
デ
ザ
ー
ト
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
が
付
い
た
３
，
５
０
０
円

の
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
は
絶
対
オ
ス
ス
メ
、
か
な
り
舌
の
う
る
さ
い
グ

ル
メ
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
シ
ャ
ー
プ
な
中
に
も
味
を

大
切
に
、
又
、
人
を
大
切
に
す
る
お
店
で
す
。

園
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
１
４
１
訓
リ
ラ
ン
ズ
ゲ
ー
ト
２
Ｆ

窟
２
４
２
１
７
２
９
４

私
の

■

グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

お
酒
落
で
気
軽
な
食
べ
歩
き

西
尾
皆
香

ロ■■■■■■■ｍ■■■■■■■■

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〉

垂

．
・
・
１
．
鴨
・

婚
課
拝
謁
．
、
馳

欝
廻
蕊
藩
、 ＫＯＢＥグルメ特集
§嬢
溌雛：

く３〉
待つのが愉しくなる

｜■■■■■■■■■■■■■■■’

ぶ
の
も
い
い
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
・
２
Ｆ
で
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
・
味
、

共
に
大
満
足
な
串
カ
ツ
＆
鉄
板
焼
が
味
わ
え
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

客
が
行
く
所
。
そ
の
入
口
で
目

を
ひ
く
大
き
な
鯉
の
オ
ブ
ジ
ェ

Ｉ
こ
れ
が
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ

ン
ス
」
で
す
。
広
く
、
明
る
い
店

内
は
、
港
町
に
ふ
さ
わ
し
い
開

放
的
な
雰
囲
気
。
１
Ｆ
は
い
つ

も
よ
り
大
胆
な
お
栖
落
を
カ
ッ

プ
ル
で
愉
し
む
の
も
い
い
し
、

グ
ル
ー
プ
で
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
遊

海を眺めながら

に
な
る
の
は
気
軽
な
背
の
高
い
ス
タ
ン
ド
の
せ
い
か
も
。
劇
場
の

前
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
は
打
ち
合
わ
せ
に
よ
く
使
う
の
で

す
が
、
カ
ッ
プ
ル
の
待
ち
合
わ
せ
に
も
最
適
で
、
い
つ
も
い
っ
ぱ

い
で
す
。

劇
場
の
始
ま
る
前
に
、
ビ
ー
ル
で
も
飲
み
な
が
ら
恋
人
を
待
つ

な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
６
８
０
円
の
日
替
り
ラ
ン
チ
も
充

実
し
た
お
味
で
す
。

図
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
１
‐
１
新
神
戸
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
オ
ー
パ
２
Ｆ

宮
２
６
２
‐
２
７
２
７

☆
潮
風
が
心
地
よ
い
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
」

神
戸
と
い
え
ば
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
と
い
う
く
ら
い
、
必
ず
観
光 ロ■■■■■■■ロ■■■ ﾛ ロ■■ロ

’
5４
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庭
・
唾
蔭

慧職＆…澱

こだわりの味

新
鮮
さ
に
知
％
、
タ
レ
に
帥

％
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
い
た
焼
き

鳥
は
、
し
つ
こ
く
な
く
、
ほ
ど

よ
い
コ
ク
の
深
さ
が
絶
品
。
焼

き
た
て
を
ほ
お
ば
る
と
、
ジ
ワ

ッ
と
自
慢
の
タ
レ
が
口
の
中
で

広
が
り
ま
す
。
也
本
で
一
皿
、

か
や
く
ご
は
ん
付
の
コ
ー
ス
の

み
で
１
，
７
０
０
円
。
「
な
に
し
ろ
愛
想
な
し
で
…
」
と
言
う
ご

主
人
は
お
み
う
け
し
た
と
こ
ろ
、
シ
ャ
ィ
な
方
ら
し
い
。
素
朴
な

人
柄
に
ひ
か
れ
る
人
も
多
い
と
か
…
。
さ
ら
に
珍
ら
し
い
の
が
明

治
・
江
戸
か
ら
の
食
器
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。
気
さ
く
な
雰
囲

好
評
で
す
。

回
神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
２
１
８

宙
３
３
３
１
，
８
０
０
０

☆
暖
か
い
、
懐
か
し
い
匂
い
の
す
る
「
山
形
や
裕
久
」

元
来
、
烏
料
理
が
好
き
な
私
が
主
人
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ

た
の
が
き
っ
か
け
…
。
そ
れ
以
来
、
す
っ
か
り
こ
の
お
店
の
フ
ァ

ン
に
な
り
ま
し
た
。

昭唱唱

鍵：
【&．

溌
萄
；

封
Ｈ
詔

厚一q 剥佳
Ｌ

…~ ~ 営唾占劉

Ｉ

☆
と
に
か
く
何
で
も
美
味
し
い
「
神
戸
元
町
別
館
牡
丹
園
」

中
華
料
理
の
老
舗
の
中
で
も
大
御
所
の
こ
の
お
店
、
メ
ニ
ュ
ー

の
数
は
全
部
で
Ⅷ
種
類
。
自
家
製
焼
そ
ば
（
５
０
０
円
）
、
レ
タ

ス
包
み
（
１
，
０
０
０
円
）
と
い
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
か
ら
、

ア
ス
パ
ラ
と
魚
貝
類
の
妙
め
も
の
（
２
，
４
０
０
円
）
や
ホ
タ
テ

鱗簿

気
分
が
し
ま
す
。

国
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
１
１
Ⅲ
１
３

百
３
３
１
１
５
７
９
０

気
な
が
ら
も
、
キ
ラ
リ
と
こ
だ
わ
り
が
光
り
ま
す
。

国
神
戸
市
東
灘
区
本
山
北
町
３
１
Ｗ
－
７

画
４
５
２
‐
２
９
０
５

鍵：

貝
の
中
国
納
豆
む
し
（
３
，
０

０
０
円
）
な
ど
の
凝
っ
た
も
の

ま
で
何
で
も
美
味
し
く
、
値
段

も
手
軽
。
食
い
し
ん
坊
の
私
を

い
つ
も
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

行
く
た
び
に
、
お
気
に
い
り
が

ふ
え
て
い
き
、
つ
い
つ
い
迷
う

な
ん
て
素
敵
、
と
て
も
賛
沢
なお酒落な食事を気軽にどうぞ

今度は何を食べようか

‘鍛騨欝識§;i…蕊箪灘
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☆
こ
っ
そ
り
い
き
た
い
穴
場
の
「
唐
辛
子
」

阪
急
三
宮
駅
西
口
か
ら
生
田
新
道
に
抜
け
る
細
い
路
地
に
あ
る

、

☆
セ
ピ
ア
に
包
ま
れ
る
「
ｏ
色
歓
詞
騨
目
」

窓
か
ら
射
し
込
む
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
午
後
の
陽
ざ
し
、
ド
ア
を
開

け
る
と
流
れ
て
来
る
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
タ
ン
ゴ
の
旋
律
。
そ
ん
な

居
留
地
時
代
の
商
館
の
サ
ロ
ン
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
の
が
、
こ

の
○
四
獄
両
鮮
８
．
貿
易
商
社
や
異
邦
人
の
栄
枯
盛
衰
を
見
つ
め

て
来
た
レ
ン
ガ
色
の
階
段
を
ひ
と
つ
ず
つ
上
る
毎
に
、
５
年
ず
つ

過
去
に
引
き
戻
さ
れ
る
。
葉
巻
の
臭
い
と
、
異
国
の
言
葉
の
中
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ス
ッ
キ
リ
冷
え
た
サ
ン
セ
ー
ル

の
白
ワ
イ
ン
。
フ
リ
ュ
イ
・
ド
・
メ
ー
ル
（
海
の
幸
の
取
り
合
わ

せ
）
を
手
づ
か
み
で
豪
快
に
食
べ
る
に
は
、
少
し
し
わ
に
な
っ
た

白
い
麻
の
ス
ー
ツ
が
ぴ
っ
た
り
来
そ
う
だ
。

国
神
戸
市
中
央
区
明
石
町
鋤
ブ
ロ
ッ
ク
鋤
パ
ー
ト
Ⅱ
２
Ｆ

向
３
９
１
１
０
６
０
１

狸
１
，
旧
‐
鷺
闘
豚
Ｂ
や
Ｌ
砺
煙
綴
し

■ Ｍ ロ ■ ■ Ｉ ロ ■ Ⅲ ■

，：：蕊

ＫＯＢＥグルメ綜集

く４〉吻騨

ビリリッと種しまる

居
酒
屋
「
唐
辛
子
」
。
立
並
ぶ
ピ

ン
ク
サ
ロ
ン
の
お
兄
ち
ゃ
ん
を

振
り
切
っ
て
２
階
に
上
る
と
、

意
外
に
も
若
い
カ
ッ
プ
ル
や
、

Ｏ
Ｌ
が
お
客
の
大
半
、
若
い
人

達
の
感
覚
は
鋭
く
、
１
，
５
０

■

嶋、 ｜■■■■■■■■■■■■■■

、 ロ ロ ■ ■

計
私
の

■

グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

さ
り
げ
な
い
、
こ
だ
わ
り
派

杉
本
勇
和
次

〈
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

☆
味
自
慢
の
「
お
で
ん
匠
藤
吉
」

生
田
新
道
ハ
イ
ジ
の
地
下
へ
降
り
、

蕊,琴露翠電味
。た

ら
こ
、
す
じ
、
茶
碗
蒸
し
の
お
で
ん
は
、
他
で
は
ま
ず
味
わ

え
な
い
。
越
の
寒
梅
、
菊
姫
吟
醸
、
戒
面
を
中
心
と
し
た
地
酒

０
円
で
お
な
か
い
つ
ぱ
い
に
な
る
こ
の
店
を
喚
ぎ
つ
け
た
の
だ
ろ

う
。
東
京
で
大
手
不
動
産
会
社
を
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
板
前
に

な
っ
た
後
、
神
戸
に
戻
り
こ
の
店
を
開
店
し
た
の
は
去
年
。
名
前

の
通
り
唐
辛
子
ベ
ー
ス
の
味
つ
け
は
、
バ
ー
ボ
ン
や
ウ
オ
ッ
カ
に

ぴ
っ
た
り
。
お
す
す
め
は
、
イ
ン
ド
カ
リ
ー
と
き
ゅ
う
り
の
辛
子

和
え
。
、
時
以
降
が
比
較
的
す
い
て
て
穴
。

回
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
５
１
６
宮
島
ピ
ル
２
Ｆ

菅
３
３
２
‐
６
６
９
０

Ｉ

i繍繍iｉ
旨いおでんにはこのお酒

り
、
朱
塗
り
の
引
戸
を
開
け
る

と
、
美
人
の
お
か
み
さ
ん
が
に

こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
る
。
白

木
の
カ
ウ
ン
タ
ー
、
モ
ル
タ
ル

の
壁
、
自
在
カ
ギ
に
吊
ら
れ
た

大
き
な
オ
デ
ン
鍋
等
は
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ミ
ス
マ
ッ
チ
。
毎
日
新

鮮
な
だ
し
を
取
り
、
具
を
煮
込

み
す
ぎ
な
い
の
が
こ
の
店
の

5６
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強

轟
誰
》
や
》
野
面
Ｈ
吋
碓
駅
：
癖
蕊
蕊
鎮

３
０
０
０
円
ぐ
ら
い
の
予
算
で
、
色
ん
な
料
理
を
大
満
足
で
食
べ

さ
せ
て
く
れ
る
。

図
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
１
７
１
９

衝
３
２
１
１
３
３
３
２

も
、
約
１
０
０
種
取
り
揃
え
て
あ
り
、
コ
ク
の
あ
る
切
れ
味
は
、

あ
っ
さ
り
味
の
お
で
ん
と
ぴ
っ
た
り
。
若
い
人
か
ら
年
配
の
方
の

接
待
ま
で
、
巾
広
い
客
層
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。

画
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
副
１
２
サ
ン
メ
イ
ピ
ル
Ｂ
１

胃
３
９
２
１
４
８
５
２

☆
新
ス
タ
イ
ル
の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ｍ
Ｅ
Ｉ
ｏ
ｎ
Ｅ
南
店
」

肉
入
り
ふ
か
の
ひ
れ
ス
ー
プ
は
、
味
、
プ
ラ
イ
ス
と
も
抜
群
。
本

格
的
な
広
東
料
理
を
、
昨
今
の
食
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
ス
モ
ー

ル
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
盛
り
つ
け
る
の
は
、
中
華
料
理
の
コ
ッ
ク
泣
か

せ
ら
し
い
が
、
チ
ー
フ
コ
ッ
ク
の
夏
さ
ん
は
大
き
な
体
を
揺
す
っ

て
注
文
に
答
え
て
い
る
。
フ
ロ
ア
の
周
君
、
黄
さ
ん
に
頼
め
ば
、

☆
暖
か
い
も
て
な
し
の
「
し
え
も
あ
」

湯
の
街
有
馬
に
行
か
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
が
「
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｚ
ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
（
我
が
家
）
」
と
名
付
け
ら
れ
た

こ
の
お
店
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
オ
ー
ナ
ー
の
目
で
選
び
抜
か
れ
た

和
食
と
お
箸
で
食
べ
ら
れ
る
。
よ
く
出
て
い
る
お
昼
の
コ
ー
ス
は
、

蕊
と
の
お
話
が
あ
れ
ば
最
高
。

皿
神
戸
市
北
区
有
馬
町
７
９
８

画
９
０
３
１
３
４
５
６

罫一一蕪

|:＃廿韓

味・蹟とも大満足

神
戸
の
中
華
料
理
界
に
新
風

を
吹
き
こ
ん
だ
「
Ｔ
Ｅ
Ｉ
・
Ｔ

Ｅ
」
の
２
店
目
。
限
り
な
く
お

い
し
い
も
の
を
、
限
り
な
く
安

い
値
段
で
と
の
郭
オ
ー
ナ
ー
の

意
気
込
み
ど
う
り
、
一
人
で
も

多
人
数
で
も
絶
対
満
足
さ
せ
ら

れ
る
。
中
で
も
鯛
の
刺
身
、
盤

嫌

l;iii

識！

有馬の隠れ家

８

Ｉ霧癖

レトロでレトロつぼ< 杉本さん

ス
ー
プ
、
メ
イ
ン
デ
ッ
シ
ュ
、

デ
ザ
ー
ト
ま
で
７
品
あ
っ
て

２
，
０
０
０
画
肥
、
く
３
，
０
０
０

円
と
割
安
。
酒
屋
さ
ん
が
オ
ー

ナ
ー
と
あ
っ
て
、
食
後
酒
の
種

類
の
多
さ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ

ら
れ
る
。
お
い
し
い
料
理
、
旨

い
酒
に
笑
顔
の
素
敵
な
マ
ダ
ム

鴬
§

日電

蕊

謬舟
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計
私
の

■

グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

東
灘
は
美
味
し
さ
い
っ
ぱ
い

☆
ピ
チ
ピ
チ
、
新
鮮
な
「
本
庄
能
」

客
の
立
て
込
む
時
間
前
に
な
る
と
、
ピ
チ
ピ
チ
は
ね
返
っ
て
い

ハ
マ
チ

る
鯛
や
飯
を
手
釣
で
下
げ
た
魚
屋
さ
ん
が
運
ん
で
来
る
。
奥
の
流

し
で
バ
タ
ン
バ
タ
ン
と
や
っ
て
い
た
が
、
ア
ッ
ノ
．
と
い
う
笥
に
一
「

☆
「
モ
ー
ヴ
」
は
夢
の
中
の
気
分
で
…
…

ド
ア
を
入
る
と
、
先
ず
目
に
付
く
の
が
、
西
ド
イ
ツ
の
会
社
が
創

っ
た
と
い
う
大
き
な
水
槽
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
水
草
で
、
ま
る

で
水
中
の
森
の
様
に
そ
よ
い
で
、
泳
ぎ
回
る
美
し
い
熱
帯
魚
た
ち

を
黒
い
壷
形
の
ス
ポ
ッ
ト
が
照
す
。
水
槽
の
前
に
立
っ
て
眺
め
て

い
る
と
、
一
瞬
、
夢
の
中
に
居
る
気
分
に
な
る
。
こ
ん
な
雰
囲
気
の

お
店
で
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
食
事
を
し
た
り
す
る
の
は
本
当
に
憩

い
の
時
。
心
優
し
い
マ
ダ
ム
の
神
経
が
行
き
届
い
た
、
ス
ー
プ
や

コ
ー
ヒ
ー
な
ぞ
ぴ
っ
た
り
の
熱
さ
で
出
て
く
る
。
上
等
の
ヒ
レ
肉

を
使
っ
た
ス
テ
ー
キ
、
カ
ツ
レ
ツ
な
ど
が
お
い
し
い
な
…
。

回
神
戸
市
中
央
区
束
漣
区
魚
崎
北
町
４
Ｉ
Ｍ
Ｉ
伽
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ッ
魚
崎
Ｂ
１

両
４
５
２
１
２
３
１
３

１
５８
１

ｌ■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ

ＫＯＢＥグルメ特集

く５〉
なんでもオイシイ. ノ

さ
ん
が
運
ん
で
来
る
。
奥
の
流

た
が
、
ア
ッ
ノ
．
と
い
う
間
に
三

枚
に
卸
さ
れ
て
ガ
ラ
ス
の
ネ
タ

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま

う
。
と
に
か
く
新
鮮
で
お
い
し

く
て
、
幾
ら
で
も
摘
ん
で
し
ま

う
が
帰
り
際
恐
く
な
い
の
が
何

よ
り
…
（
こ
の
意
味
、
分
か
る

ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ■■■ロ日■■ロ■■■■

柳
本
薫

〈
小
公
女
オ
ー
ナ
ー
〉

る
「
花
み
か
げ
」
も
そ
う
。
こ

こ
は
老
舗
の
持
つ
お
行
儀
の
良

さ
と
、
阪
急
御
影
と
い
う
場
所

柄
か
、
モ
ダ
ン
さ
と
気
安
さ
も

あ
る
独
特
の
ム
ー
ド
。
日
本
料

理
の
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆

使
し
な
が
ら
メ
ニ
ュ
ー
に
お
肉

を
使
っ
た
物
も
多
い
の
で
若
い

子
も
交
る
家
族
連
れ
も
大
満 ■■■■■■■■■■■■ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ

ミ
ヤ
ピ
寺
ロ
ィ
ト
”
降

足
。
す
べ
て
雅
な
名
前
の
付
い
た
．
‘
‐
‐
ス
料
理
な
の
で
次
は
何
が

出
て
く
る
か
な
？
と
い
う
楽
し
み
も
有
り
、
お
値
段
も
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
で
若
い
人
で
も
行
き
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
１
．

回
神
戸
市
東
漣
区
御
影
山
手
１
‐
２
‐
１
Ｗ
御
影
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
２
Ｆ

で
し
よ
）
冬
の
茶
碗
む
し
な
ん
か
お
替
り
し
た
い
位
。
さ
っ
と
焼

い
た
ゲ
ソ
に
レ
モ
ン
を
絞
っ
て
生
美
醤
油
で
食
べ
る
の
も
オ
ッ
な

味
。
本
当
は
無
口
な
の
に
努
力
し
て
？
適
当
に
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ

オ
ヤ
ジ

る
親
父
さ
ん
、
居
心
地
の
い
い
お
店
よ
・

回
神
戸
市
束
淀
区
北
青
木
３
１
加

賞
４
１
１
１
９
７
６
９

☆
雅
び
な
「
花
み
か
げ
」

カ
イ
ワ
イ

東
灘
区
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
つ
い
つ
い
界
隈
の
お
店
へ
足
を

運
ん
で
し
ま
う
の
…
…
。
城
崎
の
西
村
旅
館
さ
ん
が
経
営
し
て
い

鴬
モダンなムード
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中
国
料
理
も
ヌ
ー
ベ
ル
風
な
味

付
け
盛
り
付
け
が
多
く
な
っ
た

昨
今
、
此
処
の
お
味
も
コ
ク
が

あ
り
な
が
ら
後
口
さ
っ
ぱ
り
で

油
物
で
こ
っ
て
り
…
と
言
う
昔

の
中
華
の
イ
メ
ー
ジ
は
無
い
わ

ネ
。
カ
ッ
ト
し
た
食
パ
ン
に
小

え
び
が
乗
っ
た
揚
げ
物
を
つ
ま

ん
で
の
冷
た
い
ビ
ー
ル
は
、
こ

れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
で

さっぱりした味わい

了
ワ
ピ

し
よ
。
そ
れ
と
鞄
料
理
が
私
は
大
好
き
〃
／
・
お
昼
な
ら
細
い
そ
ば
に

げ

た
っ
ぷ
り
の
具
が
入
っ
た
五
目
湯
麺
が
仲
々
で
す
ぞ
。
：
。
狭
い
個

室
な
ん
か
な
く
て
、
緑
し
た
た
る
お
庭
も
広
い
窓
越
し
に
見
え
る

開
放
的
な
ム
ー
ド
が
気
持
の
良
い
お
店
で
す
よ
。

回
神
戸
市
東
灘
区
御
影
山
手
１
１
２
１
畑
御
影
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
２
Ｆ

向
８
２
１
１
６
６
６
６

; 亭露霧靭)′
ﾛ.岸. "

心のこもった優しい雰囲気の中で･ ･ ･ モーヴのマダムと筆者

寅
８
２
２
１
１
７
７
７

☆
「
御
影
別
館
牡
丹
園
」
は
ヌ
ー
ベ
ル
風

花
み
か
げ
の
お
向
い
に
あ
る
。
中
国
料

貝
、
牡
姻
、
海
老
等
、
魚
貝
類
が
抜
群
。
そ
れ
に
チ
ャ
ー
ハ
ン
、

チ
ャ
ー
ハ
ン
に
入
る
卵
焼
を
テ
コ
で
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
チ
ヤ
シ
と
、

カ
ッ
ト
す
る
お
姉
さ
ん
の
手
際
の
鮮
か
さ
に
何
時
も
見
と
れ
て
し

ま
う
。
竜
杢
凧
か
ら
来
た
友
人
な
ん
か
、
大
感
激
し
ち
ゃ
う
ワ
…
。

画
神
戸
市
兵
庫
区
福
原
町
訂
１
９

茸
５
７
５
‐
７
９
１
３

Ｆ

溌蕊遡職,蝿一､ 篭蕊§蕊

画培.

お
店
が
あ
る
の
…
福
原
の
「
美

っ
て
る
は
ず
。
テ
レ
ビ
を
通
し

て
お
好
焼
は
神
戸
が
本
場
！

と
迄
言
わ
し
め
た
店
。
お
好
焼

き
の
事
を
肉
の
粉
焼
、
タ
コ
の

粉
焼
と
い
う
。
キ
ャ
ベ
ツ
な
ん

か
本
当
の
ミ
ジ
ン
で
、
入
っ
て

い
る
の
が
分
か
ら
ぬ
程
。
小
さ

く
て
、
ふ
っ
く
ら
し
た
上
品
な

ナ
マ

お
好
焼
。
生
の
蛸
、
烏
賊
、
大

☆
本
物
の
味
わ
い
「
美
丁
」

最
後
に
ど
う
し
て
も
書
き
た
い
お
店
が
あ
る
の
…
福
原
の

丁
」
お
好
焼
き
が
好
き
人
な
ら
知
っ
て
る
は
ず
。
テ
レ
ビ
芹

蕊
Fｉ

お好焼きといえばココノ
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勃
私
の

■

グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

、
、

春
の
宵
、
一
食
価
千
金

中
村
友
一

〈
恥
識
輯
錫
請
舞
隷
潅
師
〉

料
理
は
、
は
か
な
い
芸
術
で
あ
る
。
そ
の
場
で
消
え
て
し
ま
う

が
故
に
、
そ
の
は
か
な
さ
に
美
を
求
め
る
。
音
楽
や
絵
画
を
楽
し

む
こ
と
、
視
覚
や
聴
覚
は
あ
る
程
度
教
わ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

味
覚
は
自
ら
開
発
体
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
味
覚
は
理
論
で
は
な

い
。
感
性
で
勝
負
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
一
百
年
の
京
料
理
の
暖
簾

を
護
っ
て
き
た
私
の
亡
父
は
、
休
日
や
閉
店
後
は
他
店
を
た
べ
歩

い
て
い
た
が
、
客
を
迎
え
る
前
は
酒
以
外
は
口
に
し
な
か
っ
た
。

た
べ
る
と
味
を
創
る
口
が
に
ご
る
と
言
っ
た
。

ロロロロ■■■■ロ日 ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ

■ロロロロロ■ ﾛ ロロロロロロロロロ

☆
相
伝
の
味
「
又
平
」

い
る
ど

散
り
急
ぐ
桜
の
季
節
、
春
を
彩
る
味
の
さ
ま
ざ
ま
を
求
め
て
神

戸
の
街
に
出
る
晩
春
の
夕
暮
、
先
ず
訪
れ
た
の
は
老
舗
「
又
平
」
。

絃
か
ほ
れ
し
鵬
？
や
も

鯛
の
砂
ず
り
の
歯
ご
た
え
、
中
骨
障
子
焼
に
乗
せ
た
山
根
味
の
鯛

寿
司
の
蒸
し
物
は
名
代
録
苧
し
。
茶
そ
ば
と
蝉
の
信
州
む
し
燐
瞬

ＫＯＢＥグルメ特集

<６〉
生田神社西の又平

ｌ■■■■■■■■■■■■■■■Ｉそ
ば
を
思
わ
せ
る
が
、
だ
し
汁

も
鯵
の
味
を
計
算
に
入
れ
て
、

さ
す
が
そ
う

し
つ
こ
く
な
い
の
は
流
石
、
相

で
ん伝

の
味
か
。
寿
司
め
し
も
米
酢
、

林
檎
、
蜂
密
で
合
え
、
鯨
の
軟

骨
を
刺
身
の
つ
ま
に
使
う
な

主
さ
こ

ど
、
聞
き
し
に
勝
る
擬
っ
た
調

理
で
あ
る
。
し
か
し
過
去
か
ら

１
６０
１

の
れ
ん

の
伝
統
し
」
暖
簾
は
、
新
し
い
価
値
の
創
造
な
く
し
て
は
次
代
に
受

け
継
れ
な
い
。
若
い
当
主
の
精
進
に
期
待
す
る
。

図
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
１
Ⅷ
ｌ
調
曾
３
３
１
１
０
９
３
５

（
営
）
而
時
、
Ｉ
羽
時
半

☆
心
を
つ
か
み
、
旨
い
味
「
し
げ
松
」

「
し
げ
松
」
。
季
節
の
も
の
を
素
直
に
、
丁
寧
に
調
理
し
、
そ
の

も
の
の
持
つ
味
を
ひ
き
出
し
、
客
の
舌
に
合
わ
せ
る
店
。
た
べ
る

人
の
心
を
つ
か
ん
で
い
る
の
が
心
に
く
い
。
若
鮎
を
目
の
前
で
あ

ぶ
り
、
主
人
自
ら
骨
を
抜
く
。
た
で
酢
を
く
ぐ
っ
た
鮎
の
香
味
が

口
の
中
に
ひ
ろ
が
る
。
先
刻
の
鮎
の
骨
が
空
揚
げ
に
な
っ
て
現
れ

☆
ワ
イ
ン
の
す
す
む
「
イ
ル
コ
ル
ノ
」

次
に
イ
タ
リ
ヤ
料
理
マ
ニ
ア
の
私
と
し
て
は
老
舗
は
さ
て
置
い

て
、
「
イ
ル
コ
ル
ノ
」
。
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
ほ
ど
格
式
ば
ら
ぬ
ト
ラ
ト

季節と味を吟味する店。

琶
志
と
つ

る
。
正
に
気
骨
の
あ
る
料
理
司

で
あ
る
。
薄
味
の
筒
、
み
ず
み
ず

し
い
の
に
み
ず
く
さ
く
は
な

い
。
旨
い
と
い
う
の
は
こ
ん
な

味
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

回
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
‐
９
１
Ⅷ

雷
３
３
２
１
２
２
８
５

（
営
）
れ
時
半
１
泊
時
・
応
時
半
，
’
別
時
半
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灘

おしゃれな雰囲気が満喫できる。

リ
ア
。
店
名
は
ワ
イ
ン
の
名
前
に
ち
な
み
、
フ
ロ
レ
ン
ス
で
修
業

し
た
マ
ス
タ
ー
の
味
は
、
奇
を
て
ら
う
華
か
さ
は
な
い
が
、
手
間

と
暇
を
か
け
た
誠
実
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
小
羊
の
パ
イ
包
は
絶

品
、
よ
く
研
究
さ
れ
た
各
種
パ
ス
タ
に
は
イ
タ
リ
ヤ
人
の
味
へ
の

執
着
の
、
し
た
た
か
さ
が
偲
ば
れ
る
。
天
真
燭
慢
な
マ
マ
の
サ
ー

ビ
ス
に
ワ
イ
ン
が
す
す
む
店
で
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
１
１
７
１
５
メ
ゾ
ン
ブ
ラ
ン
シ
ェ
川
曾
２
４
２
１
６

６
７
２
川
時
半
１
脚
時
・
岬
時
１
配
時
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
創
時
半
）

イ
レ
ス
テ
ー
キ
を
口
に
し
て
彼
女
が
真
剣
に
こ
の
世
界
に
挑
戦
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
肉
に
合
わ
せ
る
ワ
イ
ン
の
種
類
も
豊

富
、
選
ば
れ
た
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
や
食
器
も
洗
練
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ

☆
神
戸
肉
「
ア
ン
ト
」

肉
と
な
れ
ば
、
神
戸
肉
、
こ

れ
も
有
名
老
舗
は
別
に
し
て

「
ア
ン
ト
」
ｌ
開
店
し
て
ま

だ
数
カ
月
、
花
屋
敷
の
マ
マ
の

経
営
と
い
う
の
で
正
直
い
っ

て
、
見
栄
と
中
身
の
伴
な
わ
な

い
店
を
想
像
し
て
い
た
が
、
フ

溌蕊

鍵

ラ
☆
春
宵
一
刻
価
千
金
「
桃
花
林
」

↓
神
戸
で
中
国
料
理
を
一
店
だ

崎
け
選
ぶ
の
は
至
難
の
業
。

特
訓
年
前
、
東
京
に
ホ
テ
ル
オ

ロ流
－
ク
ラ
が
オ
ー
。
フ
ン
し
た
頃
オ

ー
ｊ

押
獅
－
ク
ラ
の
「
桃
花
林
」
で
た
べ
た

麺
跳
焼
そ
ば
は
当
時
安
サ
ラ
リ
ー
マ

ー
の
ン
の
私
に
と
っ
て
大
変
な
ぜ
い

た
く
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
味
は
今
も
っ
て
忘
れ
得
な
い
。

爾
来
私
は
桃
花
林
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
か
に
肉
ふ
か
ひ
れ
ス
ー
プ
、

紙
包
み
蒸
し
チ
キ
ン
、
特
別
料
理
の
魚
「
は
た
」
の
姿
む
し
は
批

判
の
余
地
を
持
た
な
い
。
格
調
と
見
識
に
則
っ
た
オ
ー
ク
ラ
の
サ

ー
ビ
ス
と
窓
外
の
港
の
夜
景
と
共
に
、
正
に
春
宵
一
刻
価
千
金
を

思
わ
せ
る
グ
ル
メ
の
一
夜
で
あ
る
。

函
神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
２
１
１
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
３
Ｆ

倉
３
３
３
１
３
５
２
６
（
営
仙
時
半
１
Ｍ
時
半
・
而
時
半
Ｉ
理
時

ア
と
上
品
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
ラ
ン
チ
や
カ
レ
ー
は

気
軽
に
利
用
で
き
て
好
評
で
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
１
９
１
羽
宮
３
３
１
１
０
３
８
７

（
営
）
Ⅱ
時
半
１
Ｍ
時
・
岬
時
ｌ
配
時

大のお気に入り「イルコルノ」でご満悦の中村さん。
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計
私
の

■

グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

美
味
な
る
料
理
と
粋
な
の
れ
ん

白
石
弘
子

〈
染
色
家
〉

常
に
独
創
性
の
あ
る
料
理
づ
く
り
に
専
念
す
る
主
人
と
、
店
の
内

外
に
細
い
心
使
い
す
る
奥
さ
ん
と
の
名
コ
ン
ビ
が
明
る
く
、
店
内

に
色
を
そ
え
て
い
る
。

画
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
３
１
刈
口
Ｉ
ズ
プ
ラ
ザ
ピ
ル
ー
Ｆ
官
３
３
２
１

２
９
２
９
（
営
）
Ⅳ
時
半
１
１
時
（
日
祭
休
）
要
予
約

ロロロロロロ■■■■■■■■■■■☆
素
材
も
器
も
生
か
す
料
理
人
「
紫
匂
」

ト
ー
ア
ロ
ー
ド
、
タ
カ
タ
宝
石
を
東
入
浜
側
に
カ
ウ
ン
タ
ー
席

し
こ
う

だ
け
の
「
紫
匂
」
が
あ
る
。
寡
黙
な
主
人
と
笑
顔
の
美
し
い
奥
さ
ん

と
の
コ
ン
ビ
が
う
れ
し
い
店
。
旬
の
素
材
を
丹
波
の
焼
〆
に
、
古

伊
万
里
に
と
そ
れ
ぞ
れ
見
合
っ
た
器
に
気
取
ら
ず
、
お
ご
ら
ず
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
出
さ
れ
る
料
理
、
〆
は
焼
お
む
す
び
に
味
噌
汁

と
、
わ
す
れ
か
け
て
い
た
空
間
に
味
よ
し
、
器
よ
し
、
う
ま
酒
か

ず
か
ず
の
何
拍
子
も
そ
ろ
っ
た
お
気
に
入
り
の
店
で
す
。
自
作
の

器
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
提
供
し
て
下
さ
る
陶
人
も
あ
り
、
つ
く
り
人
も

客
も
料
理
を
通
し
て
研
鎖
し
あ
っ
て
い
る
店
で
も
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
‐
５
１
枢
ミ
ズ
キ
ピ
ル
価
琶
３
２
２
１
３
６
４
５

（
営
）
Ⅲ
時
半
１
Ｍ
時
・
岬
時
ｌ
別
時
（
日
祭
休
）

｜■■■■■■ ﾛ ﾛ ■■ ﾛ ﾛ ■■ ﾛ ロ

ＫＯＢＥグルメ特集

〈７＞

ロ■ロロロ■ロロロロ■■■■■■■

☆
職
人
気
質
が
生
み
出
す

魚
貝
の
味
「
駒
亭
」

〃
清
潔
な
モ
ノ
ク
ロ
調
の

霊
店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
加
席

津
２
階
に
焔
名
ほ
ど
の
部
屋

なや
も
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
上

蔀
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
見
事

宝
な
天
然
も
の
の
魚
貝
類
が

宝
石
の
よ
う
に
み
え
、
食

欲
を
そ
そ
る
。
生
け
す
を

１
６２
１

魚
や
牛
肉
の
ミ
ニ
ス
テ

ー
キ
が
、
店
主
蒐
集
の

器
に
お
し
げ
も
な
く
盛

り
つ
け
ら
れ
て
く
る
。

毎
日
通
う
独
身
男
性
や

単
身
赴
任
の
客
に
と
っ

て
、
ま
さ
に
こ
こ
は
安

ら
ぎ
の
場
で
も
あ
る
。

お
か
ず
常
に
客
に
食
べ
頃
の
も
の
を
調
理
し
て
く
れ
る
、
そ
の
目

も
腕
も
名
人
芸
で
あ
る
。
静
か
な
奥
さ
ん
の
さ
り
げ
な
い
、
も
て

な
し
ぶ
り
も
う
れ
し
く
、
ぼ
ん
ま
も
ん
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
店

で
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
１
１
４
１
４
湾
３
３
１
１
３
２
１
５

（
営
）
Ⅳ
時
１
２
時
（
日
休
）

☆
個
性
が
光
る
ぬ
く
も
り
の
店

打
年
目
を
迎
え
た
「
お
た
や
ん
」

カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
朱
漆
の
大
鉢
、
白
磁
の
皿
、
唐
草
の
鉢
に

野
菜
中
心
の
料
理
が
並
び
、
新
鮮
な
魚
貝
は
勿
論
手
づ
く
り
の
千

心ゆくまでくつろげる

蕊
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☆
旬
の
素
材
で
心
な
ど
む
一
品
を
「
大
瓶
狸
々
」
で

ト
ー
ア
ロ
ー
ド
を
一
筋
、
東
の
大
信
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
７
Ｆ
に

旬の素材を召しあがれ

０
０
０
円
、
ミ
ニ
懐
石
２
，
５
０
０
円
・
３
，
５
０
０
円
夜
は
４

時
ｌ
ｍ
時
ま
で
（
月
休
）
Ｏ
Ｌ
か
ら
奥
様
グ
ル
ー
プ
、
会
社
関

係
等
客
層
の
巾
は
広
が
る
店
づ
く
り
で
も
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
１
１
大
信
サ
ン
セ
ッ
ト
ピ
ル
７
Ｆ

鱈
３
２
２
１
２
２
１
５
要
予
約

く
れ
る
。
ま
だ
若
い
店
長
の
森

れ
し
く
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
も

２
，
５
０
０
１
８
，
０
０
０
円
ま

で
あ
り
、
劇
場
の
ゆ
き
か
え
り

に
利
用
し
た
い
店
で
も
あ
る
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
１
１
１

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
５
Ｆ

宙
２
９
１
１
１
１
８
０

（
営
）
Ⅱ
時
半
１
Ｍ
時
・
Ⅳ
時
ｌ
訂
時

☆
風
情
あ
る
店
づ
く
り
明
石
「
菊
水
」
新
神
戸
店

お
す
も
じ

昨
を
御
昨
文
字
と
女
房
言
葉
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
辻
臼
か
ら
関
西

の
食
文
化
で
も
あ
る
と
い
う
詐
。
明
石
の
魚
貝
と
播
州
米
に
め
ぐ

ま
れ
自
慢
の
庖
丁
に
味
が
さ
え
る
。
加
え
て
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
５
Ｆ
の
広
々
と
し
た
明
る
い
ロ
ビ
ー
を
通
り
ぬ
け
た
と

こ
ろ
に
あ
る
菊
水
は
、
ほ
っ
と
し
た
空
間
と
安
ら
ぎ
を
あ
た
え
て

く
れ
る
。
ま
だ
若
い
店
長
の
森
さ
ん
は
じ
め
優
し
い
客
扱
い
も
う

一流の酢を堪能してほしい

白石先生のとっておきの店「紫匂」

：

蕊Lｊ

ト
ー
ア
ロ
ー
ド
を
一
筋
、
東
の
大

大
瓶
狸
々
が
あ
る
。
ピ
ル
の
中
と
は

思
え
ぬ
構
え
に
一
瞬
入
り
づ
ら
さ
を

覚
え
る
が
、
店
内
の
明
る
い
雰
囲
気

に
さ
そ
わ
れ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
席

を
と
る
。
テ
ー
ブ
ル
席
三
つ
と
小
さ

な
座
敷
が
一
つ
、
き
び
き
び
と
立
働

く
店
主
や
奥
さ
ん
に
常
連
客
の
注
文

が
ゆ
き
通
う
。
家
庭
的
な
魚
貝
料
理

に
椎
茸
い
っ
ぱ
い
の
太
巻
ず
し
も
う

れ
し
い
一
品
の
一
つ
で
あ
る
。
昼
は

ｎ
時
半
１
２
時
半
日
替
弁
当
１
，

０
０
０
円
、
ミ
ニ
懐
石
２
，
５
０
０
ｍ

難

鎮
ぶ･ z L
畷
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計
私
の

■

グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

究
極
の
和
洋
中
料
理
を
／
、

ロﾛ ■Ⅱ■■ロ■ロロロロロロロ■■

王
柏
林

〈
北
野
天
満
神
社
奉
賛
会
会
長
〉

☆
寿
司
の
原
点
「
お
ち
ょ
ぽ
」

創
業
以
来
三
十
有
余
年
、
か
た
く
な
に
「
寿
司
屋
」
の
原
点
をかり

守
り
続
け
る
大
原
一
成
店
主
が
用
い
る
寿
司
ネ
タ
は
、
淡
路
の
仮

や

め
が

屋
魚
港
や
姫
路
の
妻
鹿
魚
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ

も
潮
流
の
激
し
い
瀬
戸
内
海
の
漁
場
で
獲
れ
た
極
上
物
の
ネ
タ
で

あ
る
。「

お
ち
ょ
ぽ
」
の
寿
司
は
、
料
理
人
と
客
と
の
間
の
軽
妙
な
駆

引
や
会
話
が
醸
し
出
す
一
種
独
特
の
雰
囲
気
に
よ
っ
て
一
層
味
わ

い
深
い
も
の
に
な
る
が
、
注
文
の
手
巻
き
寿
司
を
大
原
さ
ん
が
カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
差
出
す
間
合
い
に
、
て
の
ひ
ら
で
受
取
る
し
ぐ

さ
の
呼
吸
が
合
う
ほ
ど
に
、
お
ち
ょ
ぽ
寿
司
の
醍
醐
味
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

■
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
６
１
創

含
３
９
１
１
２
２
４
０

ＫＯＢＥクンレメ拝集

く８〉

☆
究
極
の
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
は

み
「
西
洋
軒
」
へ

弱
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の
西
を
北

垂
へ
卵
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
行
く
と
、
左

る率
側
に
燈
色
の
『
西
洋
軒
』
の
袖
看
板

毒
が
目
に
付
く
。

》
４
人
掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
席
が
１
つ

あ
る
ほ
か
は
、
客
が
八
人
程
も
入
れ

｜■■■■■■■■■■■■■■■’

に
旨
い
と
折
紙
を
つ
け
ら
れ
た
。

こ
の
店
の
チ
ー
フ
コ
ッ
ク
の
関
振
民
さ
ん
は
三
十
年
近
い
キ
ャ

リ
ア
ー
の
持
主
だ
が
、
数
多
い
彼
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
内
か
ら
筆

ト
ー
ア
・
ロ
ー
ド
の
高
級
洋
品
店

る
ク
ロ
ス
の
角
を
西
へ
入
る
と
右
手
す

己
ぐ
目
に
付
く
の
が
『
中
国
酒
家
』
ト

いす
Ｉ
ア
・
ロ
ー
ド
店
。

的蝉
一
度
タ
イ
財
閥
の
総
帥
で
故
人
の

唾
チ
ン
・
ソ
ボ
ン
バ
ー
ー
ッ
チ
氏
（
中
国

日
名
岬
陳
弼
臣
）
を
案
内
し
た
時
、
グ

ル
メ
の
彼
か
ら
こ
こ
の
料
理
は
確
か

ば
ほ
ぼ
満
員
と
な
る
カ
ウ
ン
タ
ー
席
が
あ
る
だ
け
の
、
小
さ
な
店

だ
が
、
常
連
客
に
は
こ
の
店
の
主
人
、
木
田
喜
男
さ
ん
の
フ
ァ
ン

が
多
い
。
一
時
期
、
調
理
師
専
門
学
校
の
講
師
も
勤
め
た
こ
と
も

あ
る
木
田
さ
ん
独
特
の
デ
ミ
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
だ
タ
ン
シ
チ
ュ
ー

は
絶
品
で
あ
る
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
角
を
ロ
ッ
ク
で
や
る
と
い
う

パ
ン
チ
の
効
い
た
も
の
を
お
望
み
の
方
に
は
、
に
ん
に
く
醤
油
で

調
味
し
た
ア
ミ
焼
き
薄
切
り
ス
テ
ー
キ
を
お
勧
め
し
た
い
。
や
み

つ
き
と
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
あ
る
。

国
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
１
吃
Ｉ
創

意
３
２
１
１
２
８
１
１

☆
「
中
国
酒
家
」
の
味
な
ら
確
か

ロ日ロロロロロ■ロロロロロ■ロロロ

１
６４
１
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：

「
撒
販
街
」撫

販
街
と
は
さ
し
ず
め
屋
台
街
と

を
で
も
い
う
か
、
台
湾
の
台
南
市
内
に

味
あ
っ
て
、
屋
台
か
ら
屋
台
へ
旨
い
も

、
しま

の
を
食
べ
歩
き
す
る
こ
と
の
で
き
る

錘
グ
ル
メ
に
は
応
え
ら
れ
な
い
街
の
こ

気
と
だ
。神

戸
。
南
京
街
の
一
隅
に
在
る

識
瀞
難

掴る人も食す人も、通．の店‘‘おちょほ, ，で筆者（右）

純

儲
驚

を
過
ぎ
た
筆
者
が
医
者
か
ら
腹
八
分
目
と
言
い
渡
さ
れ
て

者
が
特
に
好
む
メ
ニ
ュ
ー
を
二
、
三
挙
げ
て
お
き
た
い
。

紛
統
蟹
俣
（
カ
ニ
と
春
雨
の
妙
め
料
理
）
、
牛
踊
会
飯
又
は
牛

賄
湯
麺
（
牛
バ
ラ
ご
飯
又
は
牛
バ
ラ
汁
そ
ば
）
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
１
個
１
７

麓
３
９
１
１
５
５
３
７

☆
天
下
一
品
、
「
と
ん
か
つ
武
蔵
」

ホ
テ
ル
・
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
の
一
階
に
あ
る
『
武
蔵
』
は
、
セ

ン
タ
ー
街
の
本
店
同
様
、
清
潔
で
小
ざ
っ
ば
り
と
し
て
い
る
。

ト
ン

エ
ピ

豚
カ
ツ
と
海
老
カ
ツ
の
一
一
本
建
で
行
く
と
い
う
こ
と
で
二
刀
流

の
剣
豪
宮
本
武
蔵
に
あ
や
か
り
、
屋
号
を
「
武
蔵
」
と
し
た
の
だ

閉

り
、
屋
号
を
「
武
蔵
」
と
し
た
の
だ

そ
う
だ
が
、
元
は
と
い
え
ば
洋
食

で
あ
っ
た
カ
ツ
レ
ツ
を
川
飛
さ
ん

垂
の
『
武
蔵
』
は
見
事
な
ま
で
に
日

“
本
料
理
に
仕
上
げ
て
仕
舞
っ
た
。

唾
流
石
に
吟
味
さ
れ
た
材
料
を
使
っ

銃
た
武
蔵
の
カ
ツ
は
天
下
一
品
で
、

一
緒
に
出
さ
れ
る
八
丁
味
噌
を
使

ト
ン

っ
た
豚
汁
も
ま
た
格
別
で
、
還
暦

腹
八
分
目
と
言
い
渡
さ
れ
て
い
て

溌
韓
誰
購
騨
脅
溺
穐
闘
罫

☆
台
湾
庶
民
の
味
を
／
、

蕊蕊
．｡ 罫若昌孟謹聖品

霧 爵

『
擬
販
街
」
と
称
す
る
こ
の
店
の
主
人
マ
ー
チ
ャ
ン
は
年
に
一
度

必
ず
台
南
の
撫
販
街
へ
行
き
、
料
理
の
腕
を
磨
い
て
帰
っ
て
く
る
。

こ
の
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
在
り
来
た
り
の
中
華
料
理
な
る
も
の

は
無
い
が
、
台
湾
の
庶
民
の
味
と
心
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
え
る
店

な
の
だ
。
さ
あ
読
者
諸
君
、
撫
販
街
へ
繰
り
出
そ
う
で
は
な
い
か
／

画
神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
１
１
３
１
Ｗ

宮
３
３
１
‐
１
１
９
５

驚識溌鍵

割
も
、
遂
々
豚
と
海
老
の
両
方
を
注
文
し
た
挙
句
、
豚
汁
ま
で
も
お

代
わ
り
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
１
１

麓
３
０
３
１
０
６
３
４

神戸
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ブ
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計
私
の

■

グ
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メ
レ
ポ
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ト

家
族
ぐ
る
み
で
お
つ
き
あ
い

■■■■■■■■■■■■■■■■■

ね
ん
が
く
し
や

☆
身
ポ
ロ
心
も
や
す
ら
ぐ
山
里
の
庵
「
輪
学
舎
」

再
度
山
の
二
本
松
バ
ス
停
か
ら
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
を
入

り
、
狸
狸
池
に
そ
っ
て
車
を
走
ら
せ
る
と
、
〃
総
学
舎
″
は
あ
り

ま
す
。
ご
主
人
の
片
岡
学
さ
ん
は
、
東
京
で
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
で
、
片
岡
学
と
エ
ス
ク
ワ
イ
ヤ

ー
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
月
、
金
と
私
の
お
店
で

演
奏
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
奥
様
は
以
前
宝
塚
の
舞
台
で
ご
活
躍

で
し
た
。
広
い
窓
の
落
ち
着
い
た
お
座
敷
も
素
敵
で
す
が
、
趣
の

あ
る
お
庭
で
頂
く
の
も
ま
た
格
別
で
す
。
四
月
は
桜
、
五
月
は
新

緑
、
秋
は
紅
葉
、
冬
に
は
一
面
の
雪
化
粧
と
、
四
季
折
々
姿
を
変
え

る
こ
の
庵
。
ご
自
身
の
お
住
ま
い
で
も
あ
り
、
ご
夫
婦
仲
良
く
季

節
の
恵
み
を
生
か
し
た
お
料
理
に
腕
を
ふ
る
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

画
神
戸
市
中
央
区
神
戸
港
地
方
字
再
度
山
畑

衝
３
７
１
１
３
８
１
８

☆
家
族
連
れ
で
韓
国
料
理
を
・
・
．
「
高
麗
亭
」

新
長
田
駅
の
近
く
に
、
オ
ー
プ
ン
し
て
一
年
あ
ま
り
と
い
う
家

薬
味
と
具
を
入
れ
た
石
鍋
五
目
ご
は
ん
は
、
香
ば
し
い
味
わ
い
を

サ
ム
ゲ
タ
ン

楽
し
め
ま
す
。
参
鶏
湯
（
￥
２
８
０
０
）
は
高
麗
人
参
を
使
っ
た

ス
ー
プ
に
も
ち
米
を
つ
め
た
鶏
が
ま
る
ご
と
入
っ
て
い
る
栄
養
満

点
の
料
理
で
す
。
ご
夫
婦
と
お
嬢
さ
ん
で
い
つ
も
明
る
く
迎
え
て

下
さ
る
、
モ
ダ
ン
で
楽
し
い
お
店
で
す
。

回
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
２
１
５
１
２

筒
６
１
２
１
６
６
８
８

ＫＯＢＥグルメ特集

く９〉

明るいアットホームなお店
｜■■■■■■■■■■■■■■■’庭

的
な
ム
ー
ド
の
韓
国
料
理
の

店
〃
高
麗
亭
″
が
あ
り
ま
す
。

三
田
肉
を
無
煙
ロ
ー
ス
タ
ー
で

焼
く
の
で
に
お
い
を
気
に
せ
ず

焼
き
肉
を
楽
し
め
ま
す
。
そ
の

他
に
熱
い
石
の
器
に
数
種
類
の

滝
え
り
子

〈
ジ
ャ
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
／
神
戸
ア
ル
パ
ト
ロ
ス
〉

南京町店の立派なエントランス

１
６６
１

★
さ
っ
ぱ
り
味
と
素
材
を
生
か
し
た
「
雅
苑
酒
家
」

南
京
町
の
中
に
あ
る
こ
の
お
店
は
、
中
国
南
部
・
広
東
の

自
分
で
中
央
市
場
へ
足
を
運
ば
れ
る
と
い
う
ほ
ど
。
素
材
の
持
つ

新
鮮
な
お
い
し
さ
と
、
淡
白
で
あ
っ
さ
り
し
た
仕
上
り
の
味
つ
け

が
、
私
は
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
海
の
幸
を
さ
っ
と
妙
め
た
海

鮮
三
品
妙
め
（
中
・
￥
１
５
０
０
円
）
や
、
フ
カ
ヒ
レ
ス
ー
プ

（
中
・
￥
１
８
０
０
円
）
、
飽
の
黒
み
そ
蒸
し
（
時
価
）
等
が

健
中
国
南
部
・
広
東
の
〃
食
″

の
基
本
を
崩
す
こ
と
な
く
、
な

お
か
つ
私
達
日
本
人
の
口
に
合

う
よ
う
に
多
少
ア
レ
ン
ジ
し
て

あ
る
と
い
う
、
気
の
効
い
た
お

料
理
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
は
素
材
の
旬
を
と

て
も
大
切
に
さ
れ
る
方
で
、
油

は
植
物
油
、
魚
貝
類
は
毎
朝
ご ■■■■ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ■■■■■ ﾛ ﾛ ロ
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認
篭

鳶
脅

飴学舎の片岡さんご夫妻と流さん。春の庭で謡が弾む

耀灘 ☆
岨
年
の
長
い
歴
史
を
持
つ
お
好
焼

昭
和
鍋
年
に
柳
筋
で
開
店
さ
れ
て
、

私
の
お
す
す
め
、
神
戸
で
は
生
田
新
道
と
新
神
戸
に
、
少
し
離
れ

て
阪
急
逆
瀬
川
駅
前
に
も
お
店
が
あ
り
ま
す
。

回
神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
１
１
３
１
如

回
３
９
１
１
５
５
１
１

幸
の
塩
焼
等
、
な
ん
で
も
こ
の
ポ
ン
酢
を
つ
け
て
戴
き
ま
す
。
他

に
も
き
ざ
み
ネ
ギ
の
た
く
さ
ん
入
っ
た
ト
ウ
フ
ス
テ
ー
キ
、
具
だ

く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ポ
ン
焼
が
と
て
も
賛
沢
で
す
。
ご
主
人
は
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
で
奥
様
と
も
ど
も
気
さ
く
な
ご
夫
婦
。
お
客
様
の
好
み

で
入
れ
る
薬
味
を
聞
い
て
下
さ
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
。

皿
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
３
１
５
１
２

宙
３
３
２
１
５
７
１
１

☆
手
頃
な
お
値
段
で
伝
統
あ
る
船
の
味
「
グ
リ
ル
・
ミ
ヤ
．
」

こ
ち
ら
は
本
格
的
な
船
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
お
店
。
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
は
外
国
航
路
の
貨
物
船
な
ど
で
即
数
年
お
料
理
を
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
も
ス
タ
ッ
フ
は
皆
ご
家
族
。
お
料
理
の
説
明

も
丁
寧
に
し
て
下
さ
い
ま
す
。
私
は
魚
の
マ
リ
ネ
と
、
オ
ッ
ク
ス

テ
ー
ル
の
ス
テ
ー
キ
が
大
好
き
で
、
カ
リ
ッ
と
焼
い
た
ガ
ー
リ
ッ

募空
Ｐ

Ｏ

画
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
１
館
Ｉ
加

衝
２
４
２
１
６
６
５
８

ご主人はとても気さくな人

焼
「
ス
タ
ー
」

て
、
昭
和
帥
年
に
現
在
の
場
所

に
移
転
。
大
丸
の
北
、
日
東
館

の
裏
側
に
あ
る
お
好
み
焼
の
老

舗
で
す
。
お
客
様
の
中
に
は
神

戸
の
有
名
人
も
多
く
、
私
も
時

々
一
緒
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
お
店
の
お
す
す
め
は

自
家
製
の
ポ
ン
酢
。
私
は
こ
れ

が
大
好
き
で
、
野
菜
焼
や
海
の

ク
ト
ー
ス
ト
と
一
緒
に
戴
く
の

が
格
別
で
す
。
オ
ー
ド
ブ
ル
や

ス
ー
プ
、
肉
、
魚
料
理
が
そ
れ

ぞ
れ
５
１
６
種
類
用
意
さ
れ
て

い
て
自
由
に
選
べ
ま
す
。
最
後

は
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た

手
作
り
パ
イ
と
コ
ー
ヒ
ー
で
大

満
足
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
す
。

宮前さんご夫棄

駕
欝
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☆
〃
和
洋
″
が
楽
し
め
る
「
北
野
異
人
坂
」

北
野
の
高
台
に
あ
る
料
亭
＆
ラ
ウ
ン
ジ
。
一
軒
の
店
で
〃
和
・

洋
″
が
味
わ
え
る
。
一
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
手
頃
な
値
段
で
趣

向
を
凝
ら
し
た
洋
風
料
理
が
揃
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ホ
タ
テ

、
、
、

貝
と
き
の
こ
な
ど
を
素
材
と
し
た
北
野
風
春
巻
（
八
百
円
）
、
ア

サ
リ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
バ
タ
ー
焼
（
千
円
）
、
ピ
ー
フ
カ
ッ
（
二
千

五
百
円
）
な
ど
は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
の
こ
と
だ
。
二
階
は
、
し
っ

と
り
と
落
ち
着
い
た
和
室
。
京
料
理
を
神
戸
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

本
格
会
席
料
理
を
出
し
て
く
れ
る
。
和
食
の
醍
醐
味
は
〃
旬
″
を

味
わ
う
こ
と
に
あ
る
が
、
神
戸
ビ
ー
フ
を
う
ま
く
あ
し
ら
い
な
が

ら
季
節
感
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
る
料
理
は
．
さ
す
が
で
あ
る
。

国
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
２
１
９
１
醜
宮
２
２
２
ｉ
２
０
０
１

☆
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
楽
し
む

「
ア
ネ
ッ
ク
ス
・
ド
ゥ
・
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン
」

フ
ラ
ン
ス
料
理
と
い
え
ば
、
つ
い
形
式
か
ら
入
っ
て
し
十

１
６８
１

ロロロロロロロロロロ■ロ ﾛ 日■ ﾛ ﾛ

ＫＯＢＥグルメ特集
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つ
い
形
式
か
ら
入
っ
て
し
ま
う
の

だ
が
、
も
っ
と
く
つ
ろ
い
で
気

窪
軽
に
楽
し
め
る
と
こ
ろ
は
な
い

鞘
だ
ろ
う
か
？
と
思
っ
て
い
た
と

シ
こ
ろ
、
こ
の
「
ア
ネ
ッ
ク
ス
。

壷
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ウ
・
リ
ヨ
ン
」

墨
に
出
会
っ
た
。

'◆．

ぐ
る
り
回
っ
た
〃
和
洋
中
〃

榊
晴
夫

〈
株
式
会
社
ト
ム
キ
ャ
ン
テ
ィ
社
長
〉

■■■■ ﾛ ロ■ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ 日 ﾛ ロ

な
ど
が
上
ラ
ヒ
ラ
と
得
意
気
な
顔
を
見
せ
て
い
る
。
腕
の
い
い
ご

主
人
が
、
注
文
に
応
じ
て
、
薄
づ
く
り
や
、
サ
シ
ミ
、
塩
焼
、
煮

物
な
ど
と
鮮
や
か
に
料
理
し
て
く
れ
る
姿
は
威
勢
が
い
い
。
私
の

〃
ア
ネ
ッ
ク
ス
″
と
は
〃
別
館
″
の
意
味
で
、
本
格
派
と
し
て

有
名
な
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン
の
支
店
。
店
内
は
ジ
ャ
ン
ニ

・
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ
を
基
調
に
ピ
ン
ク
と
モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
や
わ
ら

か
い
タ
ッ
チ
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
味
は
あ
く
ま
で
本
店
の
こ

だ
わ
り
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
お
り
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
使
い
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

画
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
４
１
１
１
妃
異
入
館
倶
楽
部
バ
ー
ト
ー
Ｂ
１

ｐ
２
４
２
‐
１
７
７
０

☆
ご
主
人
の
包
丁
捌
き
は
天
下
一
品
「
か
じ
き
」

鯉
川
筋
を
北
上
し
、
郡
愛
飯
店
の
西
小
路
を
入
る
と
二
階
建
の

威勢よく鮮やかな料理で

し
も
た
屋
が
並
ぶ
中
に
「
か
じ

き
」
の
、
の
れ
ん
が
ひ
る
が
え

る
。白

木
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
る

と
、
目
の
前
の
水
槽
の
中
の
勢

い
よ
く
泳
ぐ
〃
は
げ
″
〃
し
ま

鯛
″
〃
え
い
〃
な
ど
や
、
〃
お
こ

ぜ
″
〃
か
れ
い
〃
〃
あ
ぶ
ら
目
″
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食の楽しさが味わえる

： 好
物
は
ハ
モ
詐
と
ア
ブ
ラ
メ
酢
。
ほ
ろ
ほ
る
と
香
ば
し
く
天
下
一

品
。
も
う
一
つ
は
ウ
ニ
井
と
蒸
し
穴
井
。
奥
さ
ん
の
エ
プ
ロ
ン
姿

の
甲
斐
甲
斐
し
さ
も
さ
わ
や
か
。

画
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
４
１
２
１
２
麓
３
３
２
１
６
０
２
９

★
卓
を
囲
ん
で
今
夜
も
「
神
仙
閣
」
で
〃
乾
盃
″

神
戸
は
〃
国
際
食
″
の
街
。
文
字
通
り
〃
和
洋
中
″
が
混
然
と

鍵
織
雑
鶴
嬢
癖
蕊
鱗
鍾
鐘
癖
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

醗魂院学 －＝剣田翻 ヒ
レ
ス
ー
プ
の
豪
華
さ
は
、
グ
ル
メ
の
眼
と
舌
を
大
い
に
満
足
さ

せ
て
く
れ
る
。
食
の
楽
し
み
は
、
気
の
合
っ
た
仲
間
と
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
美
味
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
点
、
中

国
料
理
は
う
っ
て
つ
け
。
卓
を
囲
ん
で
大
い
に
食
べ
．
飲
み
・
語

咽’

咽" 輯'

て
し
ま
う
。
他
に
も
、
メ
ニ
ュ
Ｉ
は
多
彩
で
、
四
季
折
々
の
風
味
を

楽
し
め
る
京
風
料
理
や
、
揚
げ
た
て
が
格
別
の
天
ぷ
ら
料
理
。
そ

し
て
、
海
の
幸
、
山
の
幸
が
盛
り
だ
く
さ
ん
な
鍋
物
。
ま
た
、
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
は
と
て
も
お
得
。
ど
の
お
店
も
お
座
敷
が
あ
る
か
ら
、

ハ
ー
テ
ィ
、
宴
会
も
気
軽
に
で
き
る
し
、
と
っ
て
お
き
の
お
店
だ
。

圃
布
引
店
／
神
戸
市
中
央
区
峨
塚
通
７
１
１
１
宮
２
２
１
１
３
３
８
８

中
国
料
理
店
は
、
そ
の
質
量
と

も
に
他
都
市
を
圧
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
の
近
く
に
あ
る
「
神
仙
閣
」

は
、
北
京
料
理
の
老
舗
と
し
て

名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
エ

ビ
を
あ
し
ら
っ
た
前
菜
や
フ
カ

とっておきのあこや亭

｢ もう一杯」北野異人坂で榊購夫さん

る
。
神
仙
閣
で
宴
会
が
多
い
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

皿
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
１
旧
１
１
衝
３
３
１
’
１
２
６
３

斗
手
打
ち
う
ど
ん
の
味
は
絶
品
「
あ
こ
や
亭
」

和
風
の
蕗
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
楽
し
み
た
い
時
に
訪
れ
る
の
が

「
あ
こ
や
亭
」
。
名
物
の
手
打
ち

う
ど
ん
の
味
の
秘
訣
は
、
化
学

調
味
料
を
一
切
使
わ
ず
に
、
昔

な
が
ら
の
製
法
を
守
り
続
け
て

い
る
か
ら
だ
そ
う
で
、
こ
の
味

は
今
や
、
神
戸
名
物
と
言
え
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
私
は
、
最
後

の
汁
の
一
滴
ま
で
飲
み
つ
く
し
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こ
と
を
生
み
出
し
て
い
く
か
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
不
動
産

を
ど
う
有
効
に
活
用
す
る
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
数
字
が
合
う
こ

と
Ｉ
採
算
が
合
う
こ
と
で
あ
り
、
長
く

続
い
て
い
く
わ
け
で
す
。

具
体
的
に
は
新
し
さ
を
求
め
て
、
何

が
新
し
い
の
か
、
新
し
い
こ
と
は
何
な

の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
回
、
前
々
回
で
私
が
提
案
し
た
「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
制
度
」
と
「
特

定
街
区
の
見
直
し
」
な
ど
は
そ
の
良
い

実
例
だ
と
思
い
ま
す
。

●
苦
し
み
か
ら
新
し
さ
へ

国
・
行
政
側
が
土
地
を
所
有
し
て
い

る
者
の
立
場
に
立
っ
た
土
地
政
策
を
考

え
直
す
べ
き
だ
と
、
最
近
痛
感
し
て
い

ま
す
。Ｌ

Ｉ
Ｃ
は
私
を
筆
頭
に
、
〃
不
動
産

を
ど
う
活
か
す
か
″
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
正
に
時
流
に
叶

っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。
私
は
苦
し

み
ぬ
い
て
新
し
さ
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
「
特
定
街
区
」
に
つ
い
て
は
、

売
ら
な
く
て
も
活
か
す
道
が
必
ず
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
ん
な
制
度
が
生
ま
れ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
不
動
産
の
有
効
活

用
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
職
を
得
ら

れ
る
時
代
が
来
る
も
の
と
信
じ
て
、
苦

し
み
の
中
か
ら
新
し
い
何
か
を
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

口
株
式
会
社
エ
ル
ア
イ
シ
！

⑳
高
金
利
時
代
に
入
る

不
動
産
業
界
は
苦
し
い
、
む
ず
か
し

い
時
期
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
い

う
の
も
８
１
ｍ
％
と
い
う
高
金
利
時
代

を
迎
え
た
か
ら
で
す
。

地
価
高
騰
の
原
因
は
、
一
に
も
二
に

も
国
・
行
政
の
対
応
の
悪
さ
、
遅
さ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
低
金
利
時

代
の
中
で
金
融
の
融
資
ワ
ク
が
ゆ
る
や

か
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
融
資
に
対

す
る
総
量
規
制
を
設
け
た
り
、
不
動
産

に
関
す
る
様
々
な
角
度
の
新
聞
記
事
の

出
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
で
は
値
下
が
り
の
傾
向
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
他
の
都
心
部
で
は
ま
だ

土
地
高
騰
が
顕
著
で
す
。
３
１
４
年
前

と
比
べ
て
み
て
も
、
東
灘
で
は
坪
卸
万

円
が
Ⅷ
ｌ
剛
万
円
に
、
商
業
地
域
で
は

苦
し
み
の
中
か
ら
新
し
さ
が
生
ま
れ
る

青
木
幸
夫
八
株
式
会
社
エ
ル
ァ
ィ
シ
‐
代
表
取
締
役
ｖ

☆
こ
れ
か
ら
の
商
業
不
動
産
は
Ｉ

１
７０
１

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
９
番
地
の
１

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
国
際
交
流
会
館
８
Ｆ

（
０
７
８
）
３
０
２
‐
４
０
０
９

坪
２
０
０
０
万
円
が
１
億
円
に
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。
地
価
と
い
う
も
の
は

一
度
上
が
る
と
下
げ
ら
れ
な
い
た
め
、

高
値
で
安
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。●

不
動
産
の
有
効
活
用
を

マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
の
方
々
は
、
前
年

度
よ
り
売
り
上
げ
を
落
と
す
わ
け
に
い

か
な
い
の
で
、
高
値
で
も
物
件
を
買
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
利
益
の
先
喰
い
を

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
大
手
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
に
と
っ
て
も
、
厳
し
い
利
益

率
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
人
手
不
足
に

よ
る
工
事
の
遅
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
土

地
代
や
建
設
費
の
高
さ
は
、
住
む
人
々

の
負
担
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
こ
の
困
難
さ
（
苦
し
み
）
を
ど
う

乗
り
越
え
て
、
新
し
い
も
の
。
新
し
き

姥 樫
、り

ぅ

ﾑ鍵;三ｼﾘｰズ⑯

ｆ
曇

青木幸夫代表取締役
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窪
調
塞
峠
鐸
か
誰
浄
誕
需
準
誹
》
雫
識
》

銃
を
と
れ
」
、
「
晋
一
シ
ン
グ
。

続
け
る
女
流
書
家
望
月
美
佐
の

啓
。
ハ
ー
ル
社
長
）
、
鈴
木
正
幸
卜
神
戸
に
よ
る
別
第
四
回
チ
ャ
さ
ん
も
輝
き
を
忘
れ
な
い
で
ほ
の
市
役
所
西
の
大
神
ビ
ル
５
階

議
鍵
雛
灘
癖
リ
講
守
、
藍
鮮
謎
ッ
藁
嶋
蕊
深
錘
譲
筈
鯉

訓
嫁
津
叫
“
州
諦
』
“
蓉
轄
一
本
社
、
そ
ご
う
神
戸
店
、
大
丸
た
帥
名
の
フ
ァ
ン
は
熱
く
盛
り
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
を
中
心
と
し

た
。

神
戸
店
を
は
じ
め
、
田
崎
真
珠
上
っ
た
。

た
最
新
の
デ
ザ
イ
ン
を
繰
り
広

作
品
展
が
、
三
階
の
大
丸
サ
ロ

ン
で
開
か
れ
た
。
皿
日
の
午
前

が
、
開
店
⑩
周
年
を
記
念
し
て
、

☆
大
丸
須
磨
店
リ
ニ
ュ
ァ
ル

オ
ー
プ
ン
記
念
望
月
美
佐
展

須
磨
大
丸
（
花
野
正
彦
店
長
）

国
帰
国
者
自
立
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
の
奉
仕
活
動
に
努
め
加
周
年
女
性
た
ち
は
、
生
き
ざ
ま
を
持
ル
老
朽
化
の
た
め
事
務
所
を
移

所
長
に
寄
贈
。
今
井
啓
介
（
今
を
迎
え
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
っ
た
強
い
女
性
ば
か
り
。
み
な
転
。
４
月
４
日
、
新
オ
フ
ィ
ス

も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
躍
を

に
は
水
を
、
人
に
愛
を
」
と
鮮
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
地
下
一
階
楽
屋
ぱ
な
し
が
軽
妙
に
語
ら
れ
活
躍
す
る
、
シ
ャ
ー
リ
ー
ン
・

や
か
に
書
き
あ
げ
、
兵
庫
県
中
宴
会
場
に
お
い
て
、
地
域
社
会
た
。
「
私
の
作
品
に
登
場
す
る
Ｗ
・
ダ
イ
ヤ
さ
ん
が
、
朝
日
ピ

皿
時
か
ら
〃
動
の
害
″
で
「
花
癖
籍
鶏
灘
灘
議
蕊
議
抵
繁
蕊

で
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で

３
月
創
日
（
水
）
ｌ
妬
日
（
月
）
ま

☆
思
い
が
け
な
い
品
が
ズ
ラ
リ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
夕
べ
☆
先
鋭
ア
ー
チ
ス
ト
ゲ
ス
ト
に
イ
ダ
ー
な
ど
国
際
的
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｉ
Ｇ
Ｏ
シ
ャ
ー
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
開
設
埼
嬉
鑑
砺
／
酔
籍
桧
橋
叩
両
亦
１
砿
榊

３
月
鯛
日
午
前
ｕ
時
か
ら
、
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
で
デ
ピ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｘ
３
９
１
１
０
７
７
３

躍動的な、すばらしい密の前で

贈
の
日
用
雑
貨
や
食
料
品
が
、

市
価
の
即
％
ｌ
帥
％
で
販
売
さ

が
出
店
。
ま
た
、
会
員
提
供
の

☆
女
性
に
贈
る

れ
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
シ

な
ど
神
戸
の
有
名
店
釦
社
余
り

ト
ア
ロ
ー
ド
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン

や
森
真
珠
、
永
田
良
介
商
店
、

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
や
ナ
イ

ス
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
。
会
員
寄

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

どこのお店も大盛況

膝噂議鵜撫
出席者もインターナショナル

や
ひ
と
つ
の
舞
台
が
出
来
上
が

－
テ
イ
が
３
月
釦
日
（
金
）
に
塚

る
ま
で
の
過
程
、
俳
優
た
ち
の

で
行
な
わ
れ
た
。

ロ
の
い
か
り
ラ
イ
ク
ス
ホ
ー
ル

１
－
、
そ
の
後
も
「
ア
ニ
－
よ

。
宮
本
亜
門
さ
ん
の
ト
ー
ク
パ

演
出
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け

正
則
（
㈱
ヴ
ィ
）
カ
レ
ン
ス
ナ

ネ
ー
タ
ー
）
杉
本
勇
和
次
（
イ

今、ノリにノっている宮本さん

〈
拶

巨
吋
．
の
ロ
ロ
ロ
胃
○
ぐ
の
苛
弄
を
ゲ

げ
て
い
る
〃
Ｐ
ｏ
Ｔ
ｏ
Ｃ
。
Ｄ
〃

;職：興
産
㈱
）
竹
山
清
明
（
建
築
家
）

’
7１
１

ク
を
繰
り
広
げ
た
。

の
』
寓
獄
〕
再
四
弐
丙
ｒ
〕
ロ
計
Ｏ
＃
。

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
村
瀬

ス
ト
に
そ
の
作
品
紹
介
と
ト
ー

エ
デ
ィ
。
チ
ャ
オ
（
コ
ー
デ
ィ

出
席
者
は
、
鈴
木
甫
（
明
海
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